
 

 

 

 

 

 

 
『 嬉しい子どもたちの成長 』                園長  山形美津子 

暖かな春の日差しが感じられる季節になりました。年少組が心を込めて植えたチューリップの球根

が芽を出し始め、開花の時期を今か今かと待っています。早いもので調布幼稚園の一年間が終わりに

近付いてきました。 

 『元気いっぱい 夢いっぱい 友達いっぱい 笑顔かがやく調布の子』という目標を立てて「生きる力」

を育む教育を進めてまいりました。その願いに応えるべく子どもたちは豊かな体験を通して多くのこ

とを実現してきました。多くの友達とかかわり、共に自己実現したり、共通の目的に向かって物事を

達成したりして、実りのある一年を過ごすことができました。子どもたちは、それぞれの年齢にふさ

わしい成長を遂げてきたと思います。 

 入園当初は自分のことをするのもおぼつかなかった年少組の子どもたちでしたが、今ではクラスの

友達の名前を呼び合い、一緒に「おままごとしよう」「プリンセスごっこしよう」「おうちつくろうよ」

などと声をかけ合って遊んでいます。おうちの人の手を少しだけ離れて、友達が大好きという雰囲気

に溢れています。身の回りのことは自分でしたい、大人は手を出さないでと、身辺自立がどんどん進

んでいます。嬉しいことです。 

 年中組は様々な経験を通して、コマ回しや製作、サッカー等、自分の得意なことが増え、先生や周

りの友達に認められ、自信をもって生活できるようになりました。周りの状況を察したり友達の気持

ちを理解して声をかけてあげたり、自分はどうしたらよいか等、段々と自覚できるようになりました。 

また、クラスや学年のみんなで歌や発表などに取り組み、やり遂げた達成感が年長組に一歩近づい

ていることを子どもなりに実感しているようです。 

 年長組は、幼稚園の最高学年として一人一人が自分で考えて行動したり、もうすぐ小学生になるん

だという意識をもって生活してきた３学期でした。 

学校ごっこをしていた時には、「ぼくは算数の時間が好き」「国語の時間が楽しかった」「今は休み時

間だよ」など、生き生きとした表情で進学の喜びを表現していました。そして卒業に向けての取り組

みでは、今まで一緒に過ごしてきた友達との絆が一層深まり、小学校が分かれてしまうことも話題に

なりました。その様子を見ていると、かけがえのない友達になっているんだなと感じ取ることができ

ました。 

どの学年の子どもたちも、今が一番成長している時期です。次のステップに向けて不安もあるでし

ょうが、「こんなに大きくなったんだよ」「そんなの簡単、自分でできるよ」「私もやってみたい」とい

う意欲に満ち溢れています。 

脳は、「好きだ」「嫌いだ」「面白そうだ」「興味がない」という感情のレッテルを張ると言います。

張られたレッテルがプラスの感情であれば、その後の脳の機能はよく働き、マイナスの感情の場合は

機能がしっかり働かないそうです。子どもたちのこの自信に満ちた気持ちを大切にして、これからも

育てていってほしいと願っています。 

 都会にありながら、畑や樹木、草花がある緑豊かな調布幼稚園の自然環境を日々感じながら子ども

たちは心も豊かに成長してきました。おうちの方が毎朝送り出してくれた子どもたちをこのような環

境の中で育てることができ、成長した姿を見ますと本当に嬉しく思います。 

この一年間、調布幼稚園の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございました。 

何よりも毎日、お子さんの体調を整え、暑い日も寒い日も送り迎えをし、お弁当を作って下さった  

保護者の皆様に深く感謝申し上げます。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

地域の皆様、いつも温かく見守ってくださりありがとうございました。お陰様で子どもたちは、 

４月には進級、進学することができます。これからも子どもたちを見守って頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

調布幼稚園だより



 

 
 

                    ３月の目標 

全学年 
〇寒さに負けず、園庭やグランドで固定遊具に挑戦したり、思い切り体を動かしたりして元気に遊ぶ。 

○日に日に暖かくなってきていることを感じとり、木々の芽吹きや花のつぼみ、開花など春の訪れに目を向け、興味

や関心を広げる。 

〇感染症予防のため、手洗いうがい等をしっかり行う。 

 

年少組 
○もうすぐ年中組になることを、楽しみにする。 

○今まで使ってきた遊具や用具を使ったり、身近な廃材や素材を使って遊びに必要な物を作ったりして遊ぶ。 

○自分の気持ちを表しながら、友達とかかわり、好きな遊びを友達と一緒に行う楽しさを味わう。 

○家族や年中児、年長児に感謝の気持ちをもつ。 
 

年中組 
○自分なりのめあてをもって遊び、自分の力を出して遊ぶ楽しさを味わう。 

○友達との遊びの中で、自分の思いを伝えたり、受け止めてもらった嬉しさを感じたりする。 

○いろいろな遊びをする中で、友達とのつながりを感じながら、遊びを進める。 

○家族や年長児など自分の周りの人に感謝の気持ちをもつとともに、自分の成長を喜び、進級することに期待をもち、楽し

みにする。 

 

年長組 
〇残り少ない園生活を十分に楽しみ、楽しさを仲間と共有する。 

○残り少ない幼稚園生活を時間の見通しをもって行動するとともに、生活や遊びを十分に楽しみ、学年や学級の仲間と心を

通わせ、楽しさを共有する。 

○卒業を意識し、小学校への関心と期待をもつとともに、自信をもって生活し、自分の成長を感じる。 

○皆で行う卒業式や課題に向かう構えや態度を身に付けていくとともに、緊張感をもって臨めるようにする。 

○園生活を今まで楽しく送ることができたことを感じ、先生や家族の方に感謝の気持ちを言葉や行動で表す。 

 

 

 


